
されている。実際に市販されているマイコン
カーの仕様を理解することで、より実践に近
い eラーニングを実施することができるほ
か、講座で体得した技術を、実際にマイコン
カーラリー競技会で試してみることもでき
る。
　常務取締役兼東日本統括本部長である内木
敦氏は、「組込み開発に限りませんが、あま
り現実味のないコンテンツを使うと講座がつ
まらないものになってしまいます。そこで楽
しみながら組込み開発を学ぶことができる教
材にしたいと考え、マイコンカーを選択しま
した。また、自動車産業が日本の製造業の柱
であることもマイコンカーを選んだ理由のひ
とつです」と話している。

　AcrossVT Developer を採用した効果を内
木氏は、次のように語ります。「研修用に開
発したマイコンカーは、実機のマイコンカー
と同様に、ランプが光るなどの基本的な機能
を搭載しています。さらに実機のマイコン
カーには搭載されていない、教材用の機能も
追加で搭載しています。AcrossVT Developer
では、こうした機能を容易に開発することが
できました。マイコンカーは、プログラムを
変更することで、動き方が変化したり、ラン
プが光ったりするので、講座の受講者にはた
いへん好評です」
　また、実機を使用することなく組込み開発
が学習できるので、受講者に低価格で講座を
提供することも可能になる。下坂氏は、「こ
れまで組込み開発の講座を実施するには、受
講者の人数分の実機を準備しなければなりま
せんでした。簡単なボードとマニュアルなど、
組込み開発の講座に必要なものがセットに
なった教材はあるのですが、値段が高く、初
級の講座で利用するのは現実的ではありませ
んでした」と話す。
　講座に実機が必要だと、各拠点に 1個ずつ

購入しても 1回の講座で 80個の実機を準備
しなければならない。また 1人に 1個だと
受講者数分の実機が必要になる。これでは、
受講料が高額になり、組込み技術者のすそ野
を広げることは難しい。
　下坂氏は、「仮想ハードウェア開発環境で
ある AcrossVT Developer を採用したことで、
コストの問題を解決することができました。
また、ユーザーラーセンスでなく、ネットワー
クライセンスという現実的に導入可能な価格
体系をアクロスゲートが準備してくれたこと
も採用を決めたポイントのひとつであり、コ
スト削減の大きな要因となっています」と話
している。
　「今後の “もの作り ” を支える人材を育成
するための教材の第一段としては満足できる
ものができたと思っています。この教材は、
通信講座でも展開していますが、導入してい
ただいた企業の担当者からも高く評価されて
います。また、今後の展開に向けて、さまざ
まな取り組みが期待できるソリューションで
あることも導入の効果といえるでしょう」（下
坂氏）

　今後の計画としてピーシーアシストでは、
バーチャルマイコンカーの仕組みをクラウド
上に展開し、誰でも参加できるバーチャルマ
イコンカー競技会を開催することを目指して
いる。この競技会は、組込みシステム（マイ
コン制御）講座を終了した受講者がプログラ
ミングの成果を試してみる場としても利用で
きる。
　下坂氏は、「広く競技会への参加者を募る
ことで、組込み開発が仮想化できるというこ
とを知ってもらう良い機会になると思いま
す。これにより、我々が提供する講座に興味
をもってもらうこともできると考えていま
す」と話す。さらに実機により開催されてい
るルネサスマイコンカーラリー競技大会との

コラボレーションも模索していきたい考え
だ。
　また、その次のステップとして、eラーニ
ングの仕組みを中国語にローカライズするこ
とで、中国市場にも展開する予定だ。下坂氏
は、「バーチャルマイコンカー競技会のアジ
ア大会も開催してみたいと考えています」と
話す。そのほか、マイコンカーの eラーニン
グ教材を、他の教育機関に販売していくこと
も検討している。
　ピーシーアシストではさらに、組込み技術
者向けの資格制度を支援することもできるの
ではないかと考えている。現在、組込み技術
者向けの資格制度としては、組込みシステム
技術協会（JASA）が実施する組込み技術者
向け試験制度「ETEC（Embedded 
Technology Engineer Certification）」がある。
　下坂氏は、「現在の ETEC は筆記試験だけ
なのですが、AcrossVT Developer により仮
想化された組込み開発環境を使うことで実技
試験も可能になり、より有意義な資格制度が
実現できるのではないかと考えています。今
後もアクロスゲートと協力しながら、より効
果的な分野に適応範囲を拡大していきたいと
思っています」と話している。

　コンピューターを利用する 20代～ 30
代を中心とした利用者向けにコンピュー
タースクール事業を展開するピーシーアシ
スト。Winスクールを拠点に、受講生の「成
長」や「夢の実現」「心の豊かさ」を支援
できる講座の提供を目指している。取締役
兼 COOの下坂光氏は、「Win スクールは、
教え方も、講座のクオリティも、学びやす
さに関しても、最も先進的なスクールだと
自負しています。さらに、常に新しいこと
に取り組んでいこうという校風もありま
す」と話す。
　その一環としてピーシーアシストでは、
Win スクールがプログラミング・ネット
ワークコースで実施している C言語・組
込みシステム講座で、「C言語プログラミ
ング」を習得した受講生に対し、次に何を
学んでもらうことが効果的かを検討してい
た。検討の結果、企業に最も必要とされて
いるプログラムスキルでありながら、10
万人の技術者不足といわれている “組込み
開発 ”に着目し、「組込みシステム（マイ
コン制御）」講座を開設することを決定し
た。
　下坂氏は、「Java に関してはWeb 開発
という次のステップがありましたが、C言

語の受講者には次のステップがありません
でした。C言語は汎用的な言語なので、さ
まざまな選択肢が考えられます。そこで、
取引のある企業にどのような講座が必要だ
と思うかをヒアリングしました。すると多
くの企業で “組込み開発ができる人材 ”の
育成が課題となっていることが分かりまし
た」と話す。
　また、組込み開発に関する講座を実施し
ているスクールが他になかったことも、組
込みシステム（マイコン制御）講座を開発
し、実施することを決定した理由のひとつ。
さらに下坂氏は、「ピーシーアシストは
CADの設計事務所を前身とする会社で、
また製造系の CAD講座を実施していたこ
ともあり、“もの作り ” ができる人材を育
成したいと常々考えていました」と言う。
こうした背景から組込みシステム（マイコ
ン制御）講座を開講するに至っている。

　ピーシーアシストが開発した組込みシステ
ム（マイコン制御）講座は、実機を使うこと
なく組込み開発を学習できるハンズオン形式
の eラーニングとして実施されている。ス
クールで実施する場合には、画面の左に e
ラーニング教材を表示し、画面の右側で実際
に作業を行う仕組みになっている。
　教材としては、センサーを搭載し、組込み
システムにより指示したライン上を自動的に
走る「マイコンカー」の開発環境などが利用
されている。このマイコンカーの仕組みの開
発に、AcrossVT Developer が採用されてい
る。
　AcrossVT Developer との出会いを下坂氏

は、次のように語る。「組込みシステム（マ
イコン制御）講座を開発するにあたり、何か
良い教材がないか探していましたが、ある会
社の社長から、組込みアプリケーションの開
発やデバック、検査を行う環境を仮想化でき
る AcrossVT Developer というツールがある
ということを聞いたのがきっかけでした」
　ピーシーアシストでは、2008 年 12 月に
アクロスゲートにコンタクトし、AcrossVT 
Developer に関する情報を入手。検討を重ね
た結果、2009 年初めに採用を決定した。採
用を決めた最大の理由を下坂氏は、「なんと
いっても “組込み開発を仮想化する ”という
発想が新しかったからです」と話す。その後、
2009年4月にマイコンカーの教材が完成し、
すぐに講座がスタートされている。
　今回、仮想化されたマイコンカーの仕様は、
ルネサス エレクトロニクスが主催する「ル
ネサスマイコンカーラリー競技大会」で使わ
れているマイコンカーの実機に基づいて開発
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